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3. グラウチング計画・設計・施工 

3.1 コンソリデーショングラウチング 
3.1.1  施工範囲 
 掘削等による岩盤のゆるみに対して基礎の均一化をはかるため、施工範囲はダム堤敷全域とす

る。 

 

3.1.2  改良目標値 
低圧注入でもダム基礎表層部の高透水性岩盤に対して比較的高い改良効果が得られたため、改

良目標値は 5Luとする。 

 

3.1.3  施工時期 
施工時期は、堤体コンクリートを 3.0m 以上打設した後に行う。 

 

3.1.4  孔の配置及び深さ 
孔配置は、3.0m 格子とし、規定次数 2次孔とした。施工深度は 5.0m とした。 

 

〔孔配置 3.0m 格子と密に配孔した理由〕 

  ①着岩面の勾配が急であること 

  ②ブロック数が少なく追加孔が発生するとコンクリート打設工程に影響すること 

  ③着岩面から 5m の透水性が 20～30Lu と高透水であること 

  ④限界圧力が小さいこと 

 

 





  15

3.2 カーテングラウチング 
3.2.1 施工範囲 
1)深度方向 

深度方向の施工範囲は経験式 d＝H/3＋25m（H はダム高）を基本とする。 

（最大断面の施工深度は 36.5/3＋25＝37m） 

2)左右岸リム部 

地下水位がサーチャージ水位と交わる範囲までを施工範囲とする。 

 

3.2.2 改良目標値 

 カーテングラウチングによる改良目標値は、2Lu とした。 

 

3.2.3 施工位置及び施工時期 

河床部および右岸斜面部の施工位置は上流フーチングからとした。 

 堤体コンクリート 15m 打設後に施工する。 

 

3.2.4 孔の配置 

孔間隔 1.5m、規定 3次孔の単列施工とする。 
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